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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 125,324 14.2 5,776 106.8 5,910 120.3 3,166 256.9
24年3月期第3四半期 109,725 △19.6 2,793 △69.2 2,682 △69.1 887 △83.2

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 4,143百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 △501百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 213.70 ―

24年3月期第3四半期 59.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 95,753 52,043 46.2
24年3月期 96,642 48,540 42.8

（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  44,195百万円 24年3月期  41,324百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 17.00 ― 18.00 35.00
25年3月期 ― 18.00 ―

25年3月期（予想） 18.00 36.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 165,000 4.2 7,000 37.6 7,000 35.9 3,200 28.3 215.94



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に係る
本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。なお、上記業績予想に関す
る事項は、（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 1社 （社名）
ユタカ・テクノロジーズ・デ・メキシコ・エ
ス・エー・デ・シー・ブイ

、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  有

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 14,820,000 株 24年3月期 14,820,000 株

② 期末自己株式数 25年3月期3Q 1,159 株 24年3月期 1,159 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 14,818,841 株 24年3月期3Q 14,818,841 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興関連需要や政府による経済政策の効果

等を背景に、持ち直しの動きが見られ、平成24年12月には金融緩和政策への期待に端を発した円安進展があったも

のの、依然として円高基調であることや世界経済の停滞など、先行きは未だ不透明な状況であります。 

 このような環境のなか、当社グループは、日中関係から来る自動車販売の低迷による受注減少はあったものの、

東日本大震災及びタイの洪水影響からの回復が寄与したことにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は、

1,253億２千４百万円（前年同期比14.2％増）、営業利益57億７千６百万円（前年同期比106.8％増）、経常利益59

億１千万円（前年同期比120.3％増）、四半期純利益31億６千６百万円（前年同期比256.9％増）となりました。 

  

 セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

（日本） 

 顧客からの受注状況は回復したものの、軽自動車向け部品の構成が増加したことにより、売上高581億８千２

百万円（前年同期比2.7％増）となりました。また、利益面では、前期までに実施した固定費等の費用削減の継

続効果により、営業利益21億３千８百万円（前年同期比261.7％増）となりました。 

（北米） 

 顧客からの受注状況の回復により、売上高459億７千２百万円（前年同期比48.7％増）、営業利益３億３百万

円（前年同期は営業損失７億１千３百万円）となりました。 

 なお、サウスキャロライナ・ユタカ・テクノロジーズ・インコーポレーテッドにつきましては、平成24年４月

10日に公表したとおり、第２四半期連結会計期間に生産活動を終了し、現地の法律に従い必要な清算手続きを進

めております。 

（アジア） 

 タイで洪水影響からの回復にともなう顧客からの受注の増加があったものの、インドネシアでローン規制の影

響等による顧客からの受注の減少や賃金の上昇等による労務費の増加があり、売上高125億５千９百万円（前年

同期比3.3％増）、営業利益12億２千８百万円（前年同期比19.5％減）となりました。 

（中国） 

 震災影響からの回復にともなう顧客からの受注の増加があったものの、日中関係から来る日本製品の販売低迷

が出始めたこと及び前期に実施した連結子会社１社を連結範囲から除外した影響により、売上高177億３千６百

万円（前年同期比2.0％増）、営業利益19億３千万円（前年同期比24.2％増）となりました。 

 なお、日中関係から来る日本製品の販売低迷に伴う影響につきましては、中国連結子会社の当第３四半期累計

期間の決算日が平成24年９月30日であるため、当該影響額は軽微であります。 

（その他） 

 受注状況の回復に伴い、売上高54億６千７百万円（前年同期比34.2％増）、営業利益２億６千３百万円（前年

同期は営業損失５千４百万円）となりました。 

（注）上記に記載しているセグメント別の売上高は、外部顧客に対する売上高とセグメント間の内部売上高又は

振替高の合計であります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金の増加、原材料及び貯蔵品の増加、有形固定資産

の増加等がありましたが、受取手形及び売掛金の減少及び投資その他の資産の減少等により前連結会計年度末に比

べ８億８千８百万円減少し、957億５千３百万円となりました。 

 また、負債につきましても、支払手形及び買掛金の減少及び借入金の減少等により前連結会計年度末に比べ43億

９千２百万円減少し、437億９百万円となりました。 

 純資産は、主に利益剰余金の増加により前連結会計年度末に比べ35億３百万円増加し、520億４千３百万円とな

りました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 売上高につきましては、主に日本における日中関係から来る自動車販売の低迷による中国向け部品の受注減少及

び軽自動車向け部品の構成が増加することにより、前回予想数値に対し減収の見込みであります。 

 利益面につきましては、営業利益は主に日本における減収影響により減益の見込みでありますが、経常利益及び

当期純利益は、当第３四半期連結会計期間後半から円安が進展していることから増益となる見込みであります。 

 このような状況を踏まえ平成24年10月26日に公表いたしました通期業績予想を、以下のとおり修正いたします。

（単位：百万円）

  

 なお為替レートは、第４四半期連結会計期間の為替想定レートを、１米ドル80円から85円に変更しております。

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第１四半期連結会計期間において、ユタカ・テクノロジーズ・デ・メキシコ・エス・エー・デ・シー・ブイは、

今後重要性が増すことが見込まれるため、連結の範囲に含めることといたしました。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

・税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び一部の海外連結子会社における有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法は、従来、定率法に

よっておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

 この変更は、主に第１四半期連結会計期間において、当社及び一部の海外連結子会社で推進してきた部品相互補

完のための生産ラインの共通化及び生産設備の汎用化施策が概ね完了したことを契機として、減価償却方法を見直

した結果、定額法が、資産の将来の経済的便益が消費されると予測されるパターンをより適切に反映すると判断し

たためであります。 

 従来は、新機種立ち上り時に受注が多く、年数の経過とともに受注減少となる傾向がありました。しかし現在

は、主要な顧客において、経済状況の変化に対応したグローバル展開や製品・部品の共有化が進み、受注は新機種

立ち上り以降も概ね安定的となっております。 

 また、従来、当社及び一部の海外連結子会社においては専用設備による生産が行われていましたが、主要な顧客

における生産拠点の共通化への対応及び生産効率の向上のため、部品相互補完のための生産ラインの共通化及び生

産設備の汎用化を推進してきました。第１四半期連結会計期間において、治具の汎用設備への適合化がなされたこ

と等により、設備全体の継続的な生産負荷の平準化が可能となっております。 

 これにより、第１四半期連結会計期間以降は、その経済的便益が安定的に発現すると考えられることから、耐用

年数にわたり一定額の費用が計上される定額法へ変更することとしました。 

 この結果、従来の方法に比較して、営業利益は189百万円増加、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれ

ぞれ185百万円増加しております。 

  

 該当事項はありません。 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回業績予想(Ａ) 

(平成24年10月26日公表) 
 167,000  7,100  6,800  2,900

今回発表予想(Ｂ)  165,000  7,000  7,000  3,200

増減額(Ｂ－Ａ)  △2,000  △100  200  300

増減率(％)  △1.2  △1.4  2.9  10.3

前期実績  158,405  5,086  5,149  2,493

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等

㈱ユタカ技研　（7229）　平成25年３月期　第３四半期決算短信

－3－



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,518 14,973

受取手形及び売掛金 23,901 18,850

有価証券 199 －

製品 2,601 2,653

仕掛品 1,989 2,132

原材料及び貯蔵品 11,186 12,691

繰延税金資産 621 645

その他 1,839 2,531

流動資産合計 55,858 54,479

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 22,992 24,461

減価償却累計額 △11,138 △12,366

減損損失累計額 △48 △163

建物及び構築物（純額） 11,805 11,931

機械装置及び運搬具 64,365 66,886

減価償却累計額 △49,218 △51,504

減損損失累計額 － △12

機械装置及び運搬具（純額） 15,147 15,368

工具、器具及び備品 18,707 19,037

減価償却累計額 △17,993 △18,254

減損損失累計額 △1 －

工具、器具及び備品（純額） 712 783

土地 6,667 6,821

リース資産 184 302

減価償却累計額 △87 △105

リース資産（純額） 96 196

建設仮勘定 1,334 2,453

有形固定資産合計 35,763 37,555

無形固定資産 404 419

投資その他の資産   

投資有価証券 750 64

長期貸付金 26 27

長期前払費用 483 461

繰延税金資産 350 318

その他 3,029 2,452

貸倒引当金 △25 △25

投資その他の資産合計 4,615 3,299

固定資産合計 40,783 41,274

資産合計 96,642 95,753
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 21,865 19,292

短期借入金 13,121 12,123

リース債務 49 77

未払法人税等 635 805

賞与引当金 1,250 828

役員賞与引当金 18 －

その他 4,372 4,521

流動負債合計 41,313 37,649

固定負債   

長期借入金 5,135 4,420

リース債務 73 142

繰延税金負債 69 76

退職給付引当金 1,052 1,140

役員退職慰労引当金 82 69

負ののれん 108 27

その他 266 183

固定負債合計 6,788 6,059

負債合計 48,102 43,709

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,754 1,754

資本剰余金 565 565

利益剰余金 47,724 50,358

自己株式 △1 △1

株主資本合計 50,043 52,676

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △5 △5

為替換算調整勘定 △8,713 △8,476

その他の包括利益累計額合計 △8,719 △8,481

少数株主持分 7,215 7,848

純資産合計 48,540 52,043

負債純資産合計 96,642 95,753

㈱ユタカ技研　（7229）　平成25年３月期　第３四半期決算短信

－5－



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 109,725 125,324

売上原価 98,029 110,163

売上総利益 11,696 15,161

販売費及び一般管理費 8,902 9,385

営業利益 2,793 5,776

営業外収益   

受取利息 166 108

負ののれん償却額 81 81

為替差益 － 149

その他 183 172

営業外収益合計 431 511

営業外費用   

支払利息 261 267

為替差損 203 －

その他 77 109

営業外費用合計 542 376

経常利益 2,682 5,910

特別利益   

固定資産売却益 11 52

国庫補助金 49 －

特別利益合計 61 52

特別損失   

固定資産廃棄損 29 82

固定資産売却損 0 5

固定資産圧縮損 49 －

投資有価証券評価損 21 －

減損損失 － 122

特別退職金 187 55

訴訟関連損失 － 179

特別損失合計 288 446

税金等調整前四半期純利益 2,456 5,516

法人税等 869 1,580

少数株主損益調整前四半期純利益 1,587 3,936

少数株主利益 699 769

四半期純利益 887 3,166
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,587 3,936

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 11 △0

為替換算調整勘定 △2,099 208

その他の包括利益合計 △2,088 207

四半期包括利益 △501 4,143

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,066 3,414

少数株主に係る四半期包括利益 565 729
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 該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。 

  

   

（訴訟の解決）  

 当社の連結子会社であるカーディントン・ユタカ・テクノロジーズ・インコーポレーテッドは、工業廃水に関

する調査において、元従業員が虚偽の証言を行ったことを認め、平成24年11月28日に米国司法省との間に罰金

120万米ドルの他、地域への寄付など51万５千米ドル支払う司法取引契約を締結いたしました。 

 またこの件に関し、平成24年12月13日に米国オハイオ州環境保護庁より提起された民事訴訟において、和解す

る旨を公告し、罰金50万米ドルでの和解が成立いたしました。 

 これらの罰金等の損失に関し、当第３四半期連結会計期間において221万５千米ドル（179百万円）を訴訟関連

損失として特別損失に計上いたしました。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）追加情報
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）１．「その他」の区分は、英国及びブラジルの現地法人の事業活動を含んでおります。 

   ２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△109百万円は、セグメント間取引消去△109百万円であります。 

   ３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、英国及びブラジルの現地法人の事業活動を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額△88百万円は、セグメント間取引消去△88百万円であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再

表示 （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）」に記載のとおり、当社及び一部

の海外連結子会社における有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法は、従来、定率法によってお

りましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

 この変更は、主に第１四半期連結会計期間において、当社及び一部の海外連結子会社で推進してきた部品

相互補完のための生産ラインの共通化及び生産設備の汎用化施策が概ね完了したことを契機として、減価償

却方法を見直した結果、定額法が、資産の将来の経済的便益が消費されると予測されるパターンをより適切

に反映すると判断したためであります。 

 この結果、従来の方法に比較して、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が、「日本」で117百万円

減少し、「北米」で269百万円、「アジア」で37百万円それぞれ増加しております。 

  

（６）セグメント情報等

  （単位：百万円）

  日本 北米 アジア 中国
その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

売上高    

(1)外部顧客への売上高  46,463  30,531  11,459  17,266  4,004  109,725  －  109,725

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 10,207  381  703  117  69  11,478  △11,478  －

計  56,670  30,913  12,162  17,383  4,074  121,204  △11,478  109,725

セグメント利益又は損失(△)  591  △713  1,525  1,554  △54  2,903  △109  2,793

  （単位：百万円）

  日本 北米 アジア 中国
その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

売上高    

(1)外部顧客への売上高  44,809  45,628  11,823  17,595  5,467  125,324  －  125,324

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 13,372  344  735  140  0  14,593  △14,593  －

計  58,182  45,972  12,559  17,736  5,467  139,918  △14,593  125,324

セグメント利益  2,138  303  1,228  1,930  263  5,864  △88  5,776
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